
２ 今後の課題

(1) 調査実施校・研究協力校が通級指導教室のある学校であったので、事例が通級による指

導に偏りました。通級による指導の活用以外についても、援助の場や形態の研究を広げる

必要があります。

(2) 実態調査の項目を改善し、ＬＤのスクリーニングのための精度を高めるとともに、中学

校・高等学校における調査事例研究の検討が必要です。

(3) ＬＤの特徴の分析を深め、その対応を生かした指導方法の的確性を高めることが課題で

す。

(4) 研究成果を各学校の教育活動に生かすため、研修講座等多様な機会を活用したり、各地

域・学校の研究活動との交流に努めたりする必要があります。
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